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Abstract
An ovigerous female of the cymothoid isopod El-

thusa moritakii Saito and Yamauchi, 2016 was collect-
ed from the branchial cavity of a deep-sea fish Ereu-
nias grallator Jordan and Snyder, 1901 (Scorpaeni-
formes: Ereuniidae), in Suruga Bay, an inlet of the 
western North Pacific Ocean, Shizuoka Prefecture, 
central Japan. The infected fish was incidentally 
caught by commercial deep-water trawling. The fe-
male collected slightly differs from the original de-
scription of E. moritakii in the shape of the cephalon 
and the position of the maximum body width. This 
collection of E. moritakii represents the second record 
of the species from Suruga Bay.

はじめに
トリカジカエラモグリ Elthusa moritakii Saito 

and Yamauchi, 2016はウオノエ科等脚類の 1種で

ある（van del Wal et al., 2019）．本種は，駿河湾を

含む，わが国の東シナ海と太平洋のトリカジカ

Ereunias grallator Jordan and Snyder, 1901の鰓腔か

ら採集された標本に基づき新種として記載された

（Saito and Yamauchi, 2016）．その後，熊野灘産ト

リカジカからも記録されている（Hata et al., 

2017）．

本論文の筆者らは，2018年以来，静岡県産魚

類に寄生する甲殻類の分類学的研究を進めている

（Nagasawa and Tawa, 2019; Nagasawa and Kawazu, 

2019; Nagasawa et al., 2020；長澤ほか，2020a–c；

長澤・田和，2021）．その過程で，深海トロール

網によって漁獲された駿河湾産魚類を調べた際，

トリカジカに本種が寄生しているのを見つけた．

本種に関する論文は上記の 2つがあるのみで，そ

の知見は極めて限られている．今回採集したトリ

カジカエラモグリを駿河湾からの第 2記録として

報告する．

材料と方法
2020年 12月 5日，本論文の第二筆者（酒井）が，

深海魚研究のために，深海底引き網による駿河湾

産漁獲物の一部を戸田漁業協同組合（静岡県沼津

市戸田）から購入した．それを自宅でいったん冷

凍・解凍後，魚類を同定した際，1尾のトリカジ

カの鰓腔に大きな甲殻類が寄生しているのを見つ

けた．そこで，このトリカジカの更なる寄生虫検

査と甲殻類の同定のために，それらを冷凍して静

岡市にある水族寄生虫研究室に送付した．この研

究室では，両標本を解凍後，トリカジカの標準体

長（SL）を測定して外部寄生虫の有無を調べる

とともに，寄生性甲殻類を 70%エタノール液で

トリカジカの寄生虫，トリカジカエラモグリ（等脚目ウオノエ科）：
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固定した．その後，この寄生虫を解剖せずに実体

顕微鏡（Olympus SZX10）下で観察して同定し，

70%エタノール液中に保存した．この寄生虫標

本は，現在，日本産エルウオノエ属 Elthusaの近

縁種との比較研究のために，本論文の第一筆者（長

澤）の手元にあるが，研究終了後に茨城県つくば

市にある国立科学博物館筑波研究施設の甲殻類コ

レクションに収蔵する予定である．本論文で述べ

る魚類の学名と和名は中坊・甲斐（2013），トリ

カジカエラモグリの形態を記述する際の用語は下

村・布村（2010）に従う．

結果と考察
トリカジカエラモグリ　（Fig. 1）

Elthusa moritakii Saito and Yamauchi, 2016

標本　抱卵雌 1個体，体長 32.5 mm（頭部前端

から腹尾節後端），駿河湾産トリカジカ Ereunias 

grallator（195 mm SL）の鰓腔に寄生，2020年 12

月 5日．採集者：酒井恭平．

記載　体は卵形で，少し湾曲する．体長と最

大体幅の比は 2.1倍，最大体幅は第 3胸節．胸節

背面は丸く滑らかである．液浸標本の体色は薄茶

色で，腹尾節は白色．頭部は円く，前縁は円弧状．

眼は小さく狭い．第 1胸節前側縁はやや突出して，

少し膨隆する．第 3–4胸節は他胸節よりも長い．

第 7胸節後縁は前方に窪み，後側縁は突出する．

腹部幅は最大体幅の 0.7倍．第 1腹節は第 2腹節

よりも短い．第 5腹節後側隅はやや突出する．腹

肢は薄板状で，表面は平滑．腹尾節は半円形で，

長さは幅の 0.6倍．尾肢原節は台形，内外肢とも

に楕円形を呈し，腹尾節側縁中央部に達する．第

１触角は頭部側縁後方部に達し，8節からなり，

両基節は離れる．第 2触角は第 1胸節側縁中央部

に達し，11節からなる．

備考　今回採集した抱卵雌の形態的特徴は，

Saito and Yamauchi（2016）がトリカジカから得た

標本をもとに記載したトリカジカエラモグリにほ

ぼ一致したため，この種に同定した．この寄生虫

は，九州西岸沖の東シナ海［天草灘堆積盆地西，

Fig. 1. Elthusa moritakii, ovigerous female, 32.5 mm body length, collected from the branchial cavity of Ereunias grallator (195 mm standard 
length) in Suruga Bay, Shizuoka Prefecture, central Japan. Ethanol-preserved specimen. A, habitus, dorsal view; B, habitus, ventral view; 
C, cephalon, pereonites 1 and 2, dorsal view; D, cephalon, pereopods 1 and 2, ventral view; E, pleon and pleotelson, dorsal view. Note a 
rounded cephalon and the widest pereonite 3, both of which are different from the original description of E. moritakii. Scale bars: A, B, 10 
mm; C–E, 5 mm.
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32°08′62″N, 129°29′26″E，水深513 m（タイプ産地）；

31°35.54′N, 128°28.21′E–31°36.89′N, 128°28.26′E，

水深 533 m；32°09.81′N, 129°27.98′E，水深 497 m］

に加えて，駿河湾（緯度・経度，水深は不明）と

熊野灘［尾鷲市三木浦町三木崎（みきさき，原著

では Mikizaki）沖，33°58′53″N, 136°22′00″E，水

深約 300 m）の太平洋で採集されている（Saito 

and Yamauchi, 2016）．Hata et al.（2017）は採集地

を単に熊野灘と報告した．既知宿主はトリカジカ

のみである（Saito and Yamauchi, 2016; Hata et al., 

2017）．

今回採集された抱卵雌の頭部は丸く，その前

縁はほぼ円弧をなし，体幅は第 3胸節で最大で

あった．これに対し，原記載では頭部は三角形で

前縁はやや尖り，第 4胸節で最大体幅を示すと報

告されており，採集標本は原記載と少し異なって

いた．とは言え，原記載と本研究ともに僅か 1個

体の観察であるため，今後，観察個体数を増やし，

今回観察しなかった付属肢を含めた形態の変異性

を明らかにする必要がある．

本論文の第二筆者が，駿河湾トリカジカにト

リカジカエラモグリの寄生を認めた際，左右いず

れの鰓腔に寄生していたかは記録しなかった．し

かし，採集した標本の右背側縁辺部が長く湾曲し

ていたことから，右鰓腔に寄生していたと考えら

れる．三重県尾鷲市沖の熊野灘で漁獲されたトリ

カジカ 3尾におけるトリカジカエラモグリの寄生

数はそれぞれ 1個体，2個体，4個体であった（Saito 

and Yamauchi, 2016）．2個体寄生の場合には左右

鰓腔に各 1個体，4個体寄生の場合は左右鰓腔に

雌雄各 1個体，胸鰭基部と下顎上に小型雄各 1個

体が見られた．この小型雄個体は，宿主の死後に

鰓腔から這い出てきた可能性があるという．

トリカジカはトリカジカ科トリカジカ属に属

し，この属はトリカジカのみを含む．本魚種は水

深 200–1000 mの砂泥底に生息し，青森県から土

佐湾までの太平洋，沖縄舟状海盆（東シナ海），

台湾南西岸（南シナ海）に分布することが知られ

ている（中坊・甲斐，2013）．上記のように，ト

リカジカエラモグリの寄生した本魚種が九州西岸

沖の東シナ海 3カ所で採集されているので，この

海域は両種にとって重要な生息域と言えるかも知

れない．

トリカジカに寄生する甲殻類に関する知見は

極めて少ない．今回報告した等脚類のトリカジカ

エラモグリ（Saito and Yamauchi, 2016；本論文）

に加えて，カイアシ類のミサキナガクビムシ

Parabrachiella annulata (Markevich, 1940)が記録さ

れているのみである（Markevich, 1940）．このカ

イアシ類は，1940年に神奈川県三崎産トリカジ

カから記載された後，わが国沿岸域における記録

はない（長澤・上野，2015）．今回検査したトリ

カジカからはトリカジカエラモグリのみが得ら

れ，ミサキナガクビムシを含む他甲殻類は寄生し

ていなかった．今後は，駿河湾や他水域における

深海漁獲物からトリカジカを選別・採集するなど

して，トリカジカの検査個体数を増やし，両寄生

虫の知見を収集することが望まれる．
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